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島田病院リニューアル工事進捗状況のご報告

　現在、島田病院のリニューアル工事が行われています。老人
保健施設悠々亭の裏（南）側に新病院棟を移転新築する工事
を１期工事、既存の病院を解体し、エントランスと疾病予防施設
はびきのヴィゴラス棟を新築する工事を２期工事として進めて
います。その１期工事の竣工が今年５月に迫っています。今回
はこの場を借りて、工事の進捗をお伝えしたいと思います。
　これまでスタッフ駐車場として利用していた敷地に本格的に
工事を着手したのは、本誌で工事スタートのご挨拶をした４月
のことでした。
　まずは、建物をしっかりと支
えるための基礎工事からス
タートしました。大型重機によ
る地盤改良を行ったうえで、コ
ンクリートを流し込み、堅く強
い地盤ができあがります。着
工から約５ヶ月かけて、建物を
支える基礎がようやくできあが
りました。
　９月７日に立柱式が執り行
われ、無事に鉄骨建方が完了
することを祈願し、いよいよ鉄
骨工事が始まりました。みるみ
るうちに鉄骨が建てられ、建物の大きさを実感できるようになり
ました。多くの人が行き交う建物をしっかりと支えるように、１本
１本丁寧かつ慎重に組み合わされていきます。その工事の様
子を私たち職員はハラハラドキドキしながら見守っていました
が、現場作業員の方々は淡 と々高所作業をこなしていたのが
印象的でした。
　鉄骨と鉄骨の間には、床コンクリートを受けるための下地材
が張られ、重い医療機器を乗せてもびくともしない床が作られ
ます。鉄骨が無事に全て建てられたあと、各階の床にコンク

リートを流す作業が行われ、全て
の階の床が昨年できあがりました。
　同時に、隣接する悠々亭の改修
工事も始まっています。これまで、
悠々亭1階にあった病院外来リハ
ビリテーションルームと新病院を繋
げるための大規模な工事が行わ
れています。そのため、今は外来リハビリテーションの機能を病
院４階へ移動して運用しています。新病院では、さらに広くなっ
たリハビリテーションルームでケアの充実をはかります。
　12月16日には建設現場で職員の見学会も行いました。まだ、
太い柱だけが立っているだけで、各部屋の壁もない状態での
見学でしたが、参加した職員は、想像を膨らませながら、オープ
ンに向けてレイアウトや運用シミュレーションを行うなど、臨場感
を持って具体的な準備段階に入る事ができました。
　昨年末の１２月２５日には、鉄骨建方が完了したことに感謝
し、この後も無事に建物が完成することを祈願するため、上棟
式を執り行いました。１期リニューアルオープンを控えた本年
は、昨年末から取りかかっている外壁取付工事に加え、いよい
よ内装工事が始まります。良質な医療が提供できるよう、どんな
建物であるべきか、何度も何度も打合せを重ねてできあがった
設計図を元に形作られる建物を見ながら、その建物を生かして
使いこなし、地域に貢献できるよう、私たち職員一同準備を進
めて参ります。
　工事の進捗に関しては、Facebookでも発信しています。当
院ホームページにリンクがありますので、ぜひご参照ください。
　近隣住民の方や患者さま、利用者さま、またその家族さまに
は多大なご迷惑をおかけしておりますが、地域で必要な施設と
して、さらに成長するために必要な工事です。ご理解ご協力の
程、よろしくお願い申し上げます。
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第２４回　はぁとふる学会を開催しました。
―平成２７年１１月２８日（日）　LICはびきのホールMにて―

　はぁとふるグループの職員が1年に1度集まって、それぞれの
研究・活動の成果を発表する学会です。今回のテーマは、1年
前の学会で「育む～相互理解によるチーム力強化～」と掲げら
れました。私たちが提供するヘルスケアサービスは、チームで
提供するものです。多職種がその専門性を持ち、チーム力が
強化されるほど、良質のヘルスケアサービスに繋がるのだと考
えています。理念で掲げている、War m  looC、）心（traeH
Head（知識）、Beautifu l いでん育にうよのどを）術技（sdnaH
るのかを振り返り、よい部分はスタンダードになるように、未完成
な部分は指摘し合い、よりよいものに育てていきたいという学会
長である島田部長の思いから掲げられました。
　当日は２８４名の職員が参加し、口述演題としてはこれまでの
はぁとふる学会では最多となる３０の演題が発表されました。会
場は活発な質問や意見が飛び交い、大いに盛り上がりをみせ
ました。はぁとふる学会も２４回目となり、次回で四半世紀を迎え
ます。回を重ねる毎に、発表の内容が充実し、プレゼンテーショ
ン能力も高まり、同時に意見交換も活発に行われ、今回の「育
む」という学会テーマの通り、はぁとふる学会もまた育ってきて
いると実感します。

　今回、理事長賞を受賞した演題「回復期リハビリテーション
病棟でレクリエーションをする意味～患者の心に栄養を～」は、
入院中の患者さんへ離床を促すための座位時間確保を、「た
だ座っているだけ」→「目的と楽しみを持って座る」へ変化させ
たいという介護士の視点の発表でした。回復期リハビリテー
ション病棟における介護士の役割を確立させるきざしを感じさ
せるものでした。学会長賞を受賞した「看護・セラピスト間の相
互理解を求めて－膝前十字靱帯再建術後患者のポジショニン
グの勉強会を通した取り組み－」に関しては、学会テーマの主
題・副題に沿った発表で、多職種間の相互理解と育みを感じら
れるものでした。金賞を受賞した「アメリカ研修で培った価値の
抽出～私たちの「育み合い」の在り方の検討～」は、これまで9
回実施しているアメリカ研修についてです。アメリカの医療・福
祉を学び、それを私たちのヘルスケアサービスにどう反映でき
るのか。その価値を振り返った発表でした。どの発表も優越を
つけ難い優れたもので、とても有意義な１日となりました。

完成予想パース

改修中のリハビリテーション訓練室

4月着工時の建築現場

鉄骨建方中の建築現場

鉄骨建方完了時

●「育」の上半分は「子」を逆さにした字。赤子
が頭を下にして正常な姿で安らかに産ませ
るさま。
●「育」の下の部分は、部首でいう「にくづき」
です。生まれた子が肥（ひ）だちよく、肉がつ
いて太ることをあらわします。
●「育」には、子どもの出産から生育にいたる
までが、いのちの営みの中でとらえられてい
ます。
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